
『
琉
球
神
道
記
』
に
か
か
わ
る
「
琉
球
言
説
」

島

村

幸

一

は
じ
め
に

本
年
（
二
〇
一
四
年
）
一
月
研
究
会
「
琉
球
・
薩
摩
と
東
ア
ジ
ア
―
―
人
と
文
物

の
往
還
―
―
」
は
、
充
実
し
た
研
究
会
で
あ
っ
た
。
冒
頭
の
小
峯
和
明
氏
（
立
教
大

学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
「
東
ア
ジ
ア
か
ら
袋
中
の
琉
球
言
説
を
読
む
」
は
、
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
報
告
で
あ
る
。
小
峯
氏
の
報
告
は
、
古
琉

球
の
末
期
に
琉
球
を
訪
れ
（
一
六
〇
三
年
〜
一
六
〇
六
年
か
）
当
時
の
琉
球
を
窺
う

貴
重
な
書
『
琉
球
神
道
記
』『
琉
球
往
来
』
に
関
す
る
も
の
で
、
両
書
を
著
し
た
浄

土
宗
名
越
派
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
弁
蓮
社
良
定
袋
中
の
「
琉
球
言
説
」
を
取
り
上

げ
ら
れ
た
。「
琉
球
言
説
」
を
考
え
る
上
で
、
と
り
わ
け
『
琉
球
神
道
記
』（
一
六
四

八
年
）
が
記
す
言
説
は
、
近
世
の
国
学
者
等
の
琉
球
認
識
、
あ
る
い
は
琉
球
の
自
己

認
識
に
与
え
た
影
響
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

琉
球
を
龍
宮
と
す
る
言
説

『
琉
球
神
道
記
』
に
み
る
「
琉
球
言
説
」
の
大
き
な
ひ
と
つ
は
、
琉
球
を
「
龍
宮
」

と
見
な
す
言
説
で
あ
る
。『
神
道
記
』
第
五
に
あ
る
「
キ
ン
マ
モ
ン
事
（
已
下
ハ
正

ク
琉
球
国
神
道
）」
の
冒
頭
は
、
琉
球
の
創
成
神
話
を
記
し
た
後
に
「
時
ニ
国
ニ
火

ナ
シ
�
龍
宮
ヨ
リ
�
是
ヲ
求
テ
�
国
成
就
シ
。
人
間
生
長
シ
テ
。
守
護
ノ
神
現
ジ
給

フ
�
キ
ン
マ
モ
ノ
ト
称
ジ
上
ル
。
此
神
海
底
ヲ
宮

（
１
）

ト
ス
」と
記
述
す
る
。
袋
中
に
と
っ

て
、「
守
護
ノ
神
」「
キ
ン
マ
モ
ノ
事
」（
梵
字
で
記
さ
れ
て
い
る
）
は
「
琉
球
国
神

道
」
の
最
初
に
示
す
記
事
で
あ
り
、
琉
球
の
最
も
重
要
な
神
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
神
は
「
海
底
ヲ
宮
ト
ス
」
と
あ
り
、
国
を
「
成
就
」
し
た
と
い
う

「
火
」
を
「
龍
宮
ヨ
リ
」
も
た
ら
し
た
と
あ
る
。「
海
底
」
の
「
宮
」
を
、「
龍
宮
」

と
考
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
神
道
記
』
第
五
の
後
半
の
記
事
に
「
又
国
土
ヲ

シ
ボ

視
ル
ニ
。
不
寒
不
熱
ニ
シ
テ
�
草
木
四
時
ニ
萎
マ
ズ
。
人
心
亦
柔
軟
ナ
リ
。
諺
ニ
龍

キ
ウ

ハ

宮
世
界
ト
云
。
私
云
�
爾
バ
琉
球
ノ
二
字
�
恐
ラ
ク
ハ
龍
宮
ノ
韻
也
。
那
覇
ハ
阿
那

婆
達
多
龍
王
ノ
所
居
ナ
ル
ベ
シ
。
今
ハ
略
語
也
」と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
不

シ
ボ

寒
不
熱
ニ
シ
テ
�
草
木
四
時
ニ
萎
マ
ズ
。
人
心
亦
柔
軟
ナ
リ
」
と
す
る
「
国
土
」
は

「
諺
」
に
い
う
よ
う
に
「
龍
宮
世
界
」
で
あ
り
、
袋
中
は
「
琉
球
ノ
二
字
」
が
「
龍

キ
ウ

ハ

宮
」
の
「
韻
」（
音
）
を
あ
ら
わ
す
と
し
た
。
ま
た
、「
那
覇
」
は
「
阿
那
婆
達
多
龍

王
」（「
あ
な
ば
だ
っ
た
り
ゅ
う
お
う
。
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
山
に
あ
る
阿
那
婆
達
多
池
に
住

ハ

む
龍

（
２
）

の
王
」）
の
「
所
居
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
那
覇
」
と
い
う
「
略
語
」
に
な
っ

て
い
る
と
も
し
て
い
る
。
袋
中
は
「
海
底
」
の
「
宮
」
で
あ
る
「
龍
宮
」
を
、
地
上

世
界
に
ま
で
拡
大
さ
せ
て
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
箇
所
『
神
道
記
』
第

五
に
は
、「
王
宮
ノ
庭
ヲ
会
所
ト
」し
て「
傘
三
十
余
」が
立
ち
、「
託
女
ノ
装
束
モ
�

ウ
チ

ア
ラ

王
臣
モ
同
也
。
鼓
ヲ
拍
�
謳
ヲ
ウ
タ
フ
」
と
い
う
「
新
神
出
給
フ
�
キ
ミ
テ
ズ
リ
ト

ア
ラ

ア
ラ

申
ス
」
と
い
う
「
新
神
」
出
現
の
様
を
、「
皆
以
�
龍
宮
様
ナ
リ
」
と
す
る
。「
新
神
」

が
現
れ
た
王
城
の
祭
礼
の
場
を
、「
海
底
」
の
「
宮
」、「
龍
宮
」
に
見
な
し
た
記
事

で
あ
る
。『
神
道
記
』
の
こ
の
言
説
は
、
同
時
代
の
書
と
考
え
ら
れ
る
『
慶
長
見
聞

録
案
紙
』
が
引
く
「
八
島
の
記
」
と
い
う
書
に
も
、「
此
島
初
ハ
貴
海
国
と
申
又
ハ
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龍
宮
国
と
も
申
人
の
姿
美
麗
に
て
常
に
管
弦
を
好
む
」
と
あ
り
、「
源
為
朝
九
州
に

御
座
候
時
相
渡
彼
国
王
の
聟
に
成
子
孫
有
之
」
と
い
う
為
朝
伝
承
と
と
も
に
記
さ
れ

て
い
る
。「
八
島
の
記
」
は
「
玄
蘇
長
老
と
申
五
山
之
僧
よ
り
」
献
上
さ
れ
た
書
で
、

伴
信
友
は
白
石
の
『
南
島
志
』
が
使
わ
な
か
っ
た
資
料
と
し
て
『
中
外
経
緯
伝
草
稿
』

で
大
き
く
取
り
上
げ
た
書
で

（
３
）

あ
る
。

こ
の
琉
球
を
「
龍
宮
」
に
み
な
す
言
説
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
の
報
告
、

鈴
木
彰
氏
（
立
教
大
学
教
授
）
の
「
薩
摩
海
域
の
龍
宮
伝
承
―
―
中
近
世
移
行
期
に

お
け
る
薩
摩
の
文
化
環
境
―
―
」
と
呼
応
す
る
。
鈴
木
氏
は
、
頴
娃
の
枚
聞
神
社
を

中
心
と
す
る
龍
宮
信
仰
圏
と
坊
津
を
中
心
と
す
る
二
つ
の
龍
宮
信
仰
圏
を
、
具
体
的

な
資
料
を
あ
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。
特
に
枚
聞
神
社
は
琉
球
か
ら
鹿
児
島
に
向
か
う

際
の
目
印
に
な
る
開
聞
岳
を
神
体
と
す
る
神
社
で
あ
り
、
古
く
は
和
多
都
美
神
社
と

も
称
さ
れ
て
い
て
、
琉
球
国
王
が
航
海
安
全
を
祈
願
し
た
献
額
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
が
紹
介
し
た
『
頴
娃
村
里
改
帳
』（
一
六
八
九
年
）「
一
、
開
聞
宮
」
に
は
「
右

者
薩
刕
之
一
宮
ニ
而
御
座
、
被
遊
御
鎮
座
之
儀
者
天
地
開
闢
之
砌
、
枚
聞
宮
与
申
時

者
天
照
太
神
、
和
多
都
美
神
社
と
申
時
者
龍
宮
之
御
垂
迹
之
由
候
」
と
あ
り
、
ま
た

『
薩
州
頴
娃
開
聞
山
古
事
縁
起
』（
一
七
四
五
年
）
に
は
、
こ
の
神
社
の
縁
起
は
隼
人

族
の
服
属
譚
で
あ
る
海
幸
・
山
幸
神
話
が
記
さ
れ
、
そ
れ
に
は
海
神
宮
へ
行
っ
た
彦

火
々
出
見
尊
が
龍
女
豊
玉
姫
を
妻
と
し
て
暮
ら
し
た
後
、
海
神
か
ら
贈
ら
れ
た
「
潮

溢
瓊
」
と
「
潮
涸
瓊
」
を
携
え
て
帰
郷
し
、
そ
れ
が
神
社
の
宝
玉
と
し
て
秘
蔵
さ
れ

て
い
る
と
あ
る
。
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』「
一
書
」

で
は
「
豊
玉
姫
」
の
「
本
の
身
」
が
「
八
尋
鰐
」「
八
尋
大
熊
鰐
」
で
あ
る
と
す
る

が
、『
日
本
書
紀
』
本
伝
で
は
「
竜
」
だ
と
し
て
い
る
。『
薩
州
頴
娃
開
聞
山
古
事
縁

起
』
が
記
す
「
龍
女
豊
玉
姫
」
の
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
本
伝
の
記
事
の
影
響
が
窺

わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
「
開
聞
宮
」
を
「
龍
宮
」
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
開
聞
宮
」
を
め
ぐ
る
龍
宮
信
仰
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に
南
方
に
拡
大
す
る
か

た
ち
で
「
琉
球
物
」
と
い
わ
れ
る
国
学
者
等
が
琉
球
を
記
し
た
近
世
期
の
資
料
に
散

う

見
さ
れ
る
。
森
島
中
良
の
『
琉
球
談
』（
一
七
九
〇
）
は
、「
吾
邦
に
て
、
古
く
は「
宇

る

ま

の

く

に

か
み
よ
の
ま
き

わ
だ
つ
み
の
う
み
の
み
や

留
麻
廻
久
尓
」
と
い
ふ
。
又
『
神
代
紀
』
に
、「
海

宮
」
と
い
へ
る
は
此
国
な

の
せ

る
べ
き
事
、
予
が
撰
す
る
『
万
象
雑
組
』
の
中
、
地
之
部
の
条
に
く
は
し
く
載
た
り
」

（「
○
琉
球
国
の
略
説
」）
と

（
４
）

記
す
。
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、『
琉
球
談
』
を
有
力
な
資
料

の
ひ
と
つ
に
し
て
書
か
れ
た
馬
琴
の
『
鎮
西
八
郎
為
朝
外
伝

椿
説
弓
張
月
』（
一

ま
た

か
み
よ
の
ま
き

わ
た
つ
み
の
う
み
の
み
や

わ
た
つ
み
の
く
に

八
〇
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
）
に
は
「
又
『
神
代
紀
』
に
、「
海

宮
、
海
郷
」

り
う
き
う

り
う
き
う
だ
ん

ち
う

し
も

べ
ん

せ

と
あ
る
は
、
琉
球
の
事
な
る
よ
し
、
琉
球
談
に
注
せ
ら
れ
た
り
。（
下
に
弁
ず
）
世

ぞ
く
り
う
ぐ
う

わ
た
つ
み

み
や
こ

と
こ
ろ

よ
う
ち
う
は
て
い

べ
ち

き
ん
で
ん
ぎ
よ
く
ろ
う

俗
龍
宮
と
は
、
海
神
の
都
す
る
処
に
て
、
洋
中
波
底
、
別
に
金
殿
玉
楼
あ
り
、
と

あ
や
ま
り

す
で

し
や
ざ
い
こ
う

ご
ざ
つ
そ

ろ
ん
は

ま
た
は
ん
り
う
し

ぞ
く
せ
つ

思
へ
る
は
悞
也
。
そ
の
事
既
に
謝
在
杭
が
五
雑
俎
に
論
破
し
、
又
蟠
龍
子
が
俗
説

べ
ん

な
ん

ぐ
あ
ん

り
う
ぐ
う

り
う
き
う

ほ
ん
ち
や
う
か
い
だ
ん
こ

じ

い
は
く

り
う
き
う

弁
に
難
じ
た
り
。
愚
按
ず
る
に
、
龍
宮
は
琉
球
也
。
本
朝
怪
談
故
事
に
云
、「
琉
球

し
ん
と
う
き

い
は
く

り
う
き
う
こ
く

わ
う
き
う

は
う

り
う
ぐ
う
ぜ
う

し
よ
す

た
い
ち
う

い
は
く

こ
れ

神
道
記
に
云
、
琉
球
国
の
王
宮
に
榜
す
る
に
、
龍
宮
城
と
書
。
袋
中
の
曰
、
是
を
見

り
う
き
う

り
う
ぐ
う

ぎ

お
ん
つ
う

か

く
に
と
う
な
ん

あ
り

る
と
き
は
、
琉
球
と
は
龍
宮
の
義
な
り
。
音
通
ず
る
ゆ
ゑ
歟
。
こ
の
国
東
南
に
在
て
、

す
い
ふ

う
ち

ご
く
し
ん

そ
こ

り
う
ぐ
う

ゆ
ゑ

か
な

て
ん
り
う
ち
り
う

や
し
ろ

水
府
の
内
の
極
深
の
底
な
れ
ば
、
龍
宮
と
な
す
も
故
あ
る
哉
。
天
龍
地
龍
の
社
あ
り
。

こ
れ

て
ん
は
い

い
ま
い
こ
く
び
と

ぼ

さ

と
な

こ
れ

是
を
天
妃
と
い
ふ
。
今
異
国
人
の
菩
薩
と
称
ふ
る
は
是
也
」
と
い
へ
り
」（
続
篇
巻

し
う
い
こ
う
せ
う

之
一
「
拾
遺
考
証
」）
と

（
５
）

あ
る
。
馬
琴
は
『
弓
張
月
』
の
本
文
中
で
も
、
王
宮
（
首

り
う
ぐ
う
ぜ
う

里
城
）
を
「
龍
宮
城
」（
続
篇
巻
之
二
他
）
と
記
し
て
い
る
。

は
ん
り
う
し

ぞ
く
せ
つ
べ
ん

『
弓
張
月
』
に
で
る
「
蟠
龍
子
が
俗
説
弁
」
と
は
、
井
沢
長
秀
の
『
広
益
俗
説
弁
』

（
一
七
一
五
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
俗
説
弁
』
は
「
袋
中
法
師
『
琉
球
神
道
記
』
云
、

鎮
西
八
郎
、
此
所
に
来
り
、
逆
賊
を
怖
さ
ん
た
め
に
、
今
鬼
神
〈
所
の
名
〉
よ
り
大

ニ

石
を
と
り
て
飛
礫
を
な
す
、
と
あ
り
」（
割
注
）
と
記
し
た
後
、「『
琉
球
記
』
云
、

り
う
き
う

り
う
ぐ
う

こ
へ
を
な

は
う

琉
球
・
龍
宮
、
音
同
じ
。
王
宮
の
榜
に
、
竜
宮
城
と
書
す
。
国
中
に
天
竜
・
地
竜
の

や
し
ろ

祠
あ
り
。（
途
中
、
省
略
）
し
ね
り
き
ゆ
・
あ
ま
み
き
ゆ
・
き
ん
ま
も
ん
を
あ
が
む
。

ぐ
は
ん
じ
や

じ
ゆ

な

ば

皆
、
海
神
な
り
。
�
蛇
お
ほ
し
。
こ
れ
を
よ
ぶ
頌
あ
り
。
今
、
那
覇
と
い
へ
る
所

あ
る
は
、
あ
な
は
つ
だ
の
略
語
な
ら
ん
か
と
、
あ
り
。
是
等
の
説
を
も
つ
て
見
れ
ば
、

ニ

為
朝
竜
宮
城
に
ゆ
く
と
は
、
琉
球
国
い
た
る
こ
と
疑
な
し
」（「
鎮
西
八
郎
為
朝
、
竜

宮
に
い
た
る
説
」）
と
記
し
て

（
６
）

い
る
。『
広
益
俗
説
弁
』
は
『
本
朝
俗
説
弁
』、『
続
俗
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説
弁
』、『
新
俗
説
弁
』
を
ま
と
め
「
増
補
・
改
訂
」
し
た
も
の
で
、
こ
の
書
に
対
す

る
賛
否
が
あ
る
も
の
の「
大
正
初
期
に
続
国
民
文
庫
で
活
字
化
さ
れ
」て
も
い
る「
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
」
で
あ
り
、
相
当
に
読
ま
れ
た
書
で

（
７
）

あ
る
。
同
じ
く
『
弓
張
月
』
が
引

く
『
本
朝
怪
談
故
事
』（
一
七
一
六
年
刊
）
は
、『
広
益
俗
説
弁
』
と
ほ
ぼ
同
じ
年
に

刊
行
さ
れ
た
厚
誉
春
鶯
廓
玄
の
書
。
厚
誉
春
鶯
廓
玄
は
浄
土
宗
鎮
西
派
に
属
し
た
僧

で
他
に
『
扶
桑
怪
談
弁
述
鈔
』（
一
七
四
二
年
）
が
あ
り
、
両
書
は
「
説
教
僧
の
話

ほ
ん
ち
や
う
か
い
だ
ん
こ

じ

い
は
く

材
」
に
な
っ
た
と

（
８
）

い
う
。『
弓
張
月
』
が
「
本
朝
怪
談
故
事
に
云
」
と
し
て
引
く
記

タ
メ
ト
モ
ノ
レ
イ
シ
ヤ

事
は
、
為
朝
の
琉
球
渡
来
に
か
か
わ
る
「
為
朝
霊
社
」（
巻
三
第
二
十
四
）
の
条
が

引
か
れ
て
い
る
。
両
書
の
記
述
に
は
異
な
る
箇
所
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
為
朝
の
琉

球
渡
来
の
記
事
と
と
も
に
記
さ
れ
、『
神
道
記
』
が
記
す
「
琉
球
言
説
」（「
俗
説
」「
怪

談
」）
と
し
て
類
似
す
る
叙
述
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
言
説
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
刊
行
の
米
山
子
『
琉
球
譚
伝
真
記
』

せ
ぞ
く

り
う
ぐ
う

わ
だ
つ
ミ
の
か
ミ

ミ
や
こ

と
こ
ろ

（
琉
球
奇
譚
）
に
も
「
○
世
俗
に
龍
宮
と
い
ふ
も
の
ハ
海
龍
宮
の
都
と
す
る
処
に
て
。

よ
う
ち
う
は
て
い

べ
ち

あ
や
ま
り

す
な
ハ

り
う
き
う

り
う

洋
中
波
底
。
別
に
都
あ
り
と
思
へ
る
ハ
誤
也
。（
割
注
、
省
略
）
則
ち
琉
球
と
龍

ぐ
う

ど
う
お
ん

ゆ
へ

な
り

き
た

ま
た

こ
く

わ
う
ぐ
う

り
う
ぐ
う

宮
と
同
音
な
る
が
故
に
か
く
ハ
成
も
て
来
る
も
の
也
。
又
琉
球
国
の
王
宮
に
。
龍
宮

ぜ
う

が
く

て
ん
り
う
ち
り
う

や
し
ろ

城
と
い
へ
る
額
を
か
け
た
り
。
又
都
に
ハ
天
龍
地
龍
の
社
あ
り
（
途
中
省
略
）
さ
れ

か
ミ
よ

わ
だ
つ
ミ
の
ミ
や

う
ら
し
ま

こ

り
う
ぐ
う
ぜ
う

た
わ
ら
ひ
で
さ
と

ゆ
き

バ
神
代
に
い
へ
る
海
宮
も
。
浦
島
が
子
の
龍
宮
城
も
。
俵
秀
郷
の
行
た
り
と
い
う

り
う
ぐ
う

い
ま
ぞ
く

り
う
き
う

竜
宮
も
今
俗
に
い
ふ
龍
宮
も
ミ
な
琉
球
と
い
へ
る
も
の

（
９
）

な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同

た
ま
よ
り
ひ
め

う
か
や
ふ
き
あ
ハ
す
の
ミ
こ
と

じ
く
天
保
三
年
に
刊
行
さ
れ
た『
中
山
聘
使
略
』に
も「
又
玉
依
姫

鵜
草
葺
不
合
尊

き
さ
き

た
た

そ
の
と
き

の
皇
妃
に
海
宮
よ
り
立
せ
た
ま
ふ
と
あ
る
を
海
宮
と
ハ
当
時
琉
球
を
さ
し
て
云
へ
り

せ
つ

し
よ
も
つ

す
い
り
や
う

と
い
ふ
諸
家
の
説
あ
り
此
ハ
正
し
く
史
策
に
載
ざ
れ
バ
臆
断
に
出
た
る
説
な
れ
ど

ひ
そ
か

ま
こ
と

せ
う
こ

私
に
思
ふ
に
信
に
左
も
あ
る
べ
し
と
覚
ぬ
」
と
し
て
五
つ
の
「
証
」
を
あ
げ
、「
此

か
ん
か

け
つ
で
う

等
を
合
せ
考
ふ
る
に
海
宮
ハ
琉
球
た
る
事
決
定
し
て
知
り
ぬ

（
１０
）

べ
し
」
と
あ
る
。『
琉

球
譚
伝
真
記
』
は
『
弓
張
月
』
を
引
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、『
広
益
俗
説
弁
』

『
本
朝
怪
談
故
事
』、
あ
る
い
は
『
琉
球
談
』『
弓
張
月
』
等
に
見
ら
れ
る
「
琉
球
言

説
」
は
、
天
保
三
年
の
琉
球
物
に
影
響
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

り
う
き
う
し
ん
と
う
き

い
は
く

た
だ
し
、『
広
益
俗
説
弁
』『
本
朝
怪
談
故
事
』
等
が
記
す
「
琉
球
神
道
記
に
云
、

り
う
き
う
こ
く

わ
う
き
う

は
う

琉
球
国
の
王
宮
に
榜
す
る
に
」
と
い
う
『
神
道
記
』
に
仮
託
し
た
「
琉
球
言
説
」
に

対
し
て
、
屋
代
弘
賢
は
「
通
證
」（
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』
一
七
五
一
年
成

稿
、
一
七
六
二
年
刊
行
）
が
「
琉
球
神
道
記
に
琉
球
王
門
牓
記
龍
宮
城
と
有
を
引
て

今
の
琉
球
の
事
と
い
へ
り
さ
る
へ
き
事
に
や
と
も
初
は
思
ひ
候
へ
共
（
途
中
省
略
）

琉
球
神
道
記
を
捜
索
い
た
し
候
へ
と
も
門
牓
に
龍
宮
城
と
題
し
候
事
ハ
み
え
不
申
候

得
は
か
た
が
た
無
覚
束
候
」（『
琉
球
状
』
天
保
三
年
）
と
記
し
て
、
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。
ま
た
、
山
崎
美
成
『
琉
球
入
貢
紀
略
』（
天
保
三
年
）
も
本
居
宣
長
『
古
事

記
伝
』
等
を
あ
げ
て
、
海
宮
を
龍
宮
と
し
そ
れ
を
さ
ら
に
琉
球
に
み
な
す
『
日
本
書

紀
通
証
』
を
批
判
し
て

（
１１
）

い
る
。
こ
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
へ
の
批
判
は
、「
天
保
三

年
」
以
前
の
資
料
に
も
見
え
る
。「
琉
球
人
」
が
土
佐
国
に
漂
着
し
て
土
佐
の
儒
者
、

し
お
ひ
ら
ぺ
ー
ち
ん

戸
部
良
煕
が
「
頭
役
」
潮
平
親
雲
上
等
か
ら
聞
書
を
し
て
ま
と
め
た
『
大
島
筆
記
』

附
録
（
一
七
六
二
年
）
で
も
、「
火
火
出
見
尊
ノ
御
入
被
成
タ
ル
ト
ハ
袋
中
ハ
イ
ハ

ス
人
伝
ヘ
テ
神
道
記
ニ
モ
左
様
ニ
云
ヒ
シ
ト
云
フ
ハ
神
道
記
ヲ
見
ス
ニ
語
リ
伝
ヘ
シ

コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
。
日
本
紀
ノ
通
證
ニ
モ
琉
球
神
道
記
曰
琉
球
王
門
牓
記
龍
宮
城
ト
引

ケ
ト
モ
神
道
記
ニ
左
様
ナ
シ
コ
レ
モ
神
道
記
ヲ
見
ス
ニ
人
伝
ニ
テ
引
ケ
リ
ト

（
１２
）

見
ユ
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、『
日
本
紀
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
日
本
書
紀
通
証
』

も
「
琉
球
言
説
」
の
拡
大
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
通
証
』
は
、「
宝
暦

以
降
版
行
を
重
ね
、
明
治
期
に
至
る
ま
で
上
版
さ
れ
て
広
く
世
上
に
流
布
し
た
」
書

で
あ
る
と

（
１３
）

い
う
。

こ
の
外
に
も
、『
神
道
記
』
に
か
か
わ
る
「
琉
球
言
説
」
は
さ
ら
に
多
い
と
推
測

さ
れ
る
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
琉
球
に
か
か
わ
る
資
料
を
広

く
当
た
っ
て
実
証
的
な
考
証
し
た
新
井
白
石
の
『
南
島
志
』
や
伴
信
友
の
『
中
外
経

緯
伝
草
稿
』
で
も
、
当
然
『
神
道
記
』
は
利
用
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、『
経

緯
伝
』
に
「
神
道
記
に
は
、
此
国
の
事
を
い
へ
る
下
に
、
諺
ニ
龍
宮
世
界
ト
云
、
王

ノ
門
牓
ニ
龍
宮
城
ト
書
、私
云
爾
ハ
琉
球
ノ
二
字
恐
ラ
ク
ハ
龍
宮
ノ
韻
也
と
い
へ
り
」
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と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
傍
線
箇
所
は
『
神
道
記
』
に
は
な
く
、
こ
れ
に
関

し
て
は
信
友
も
『
神
道
記
』
に
仮
託
し
た
言
説
の
中
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
横
山

学
に
よ
れ
ば
、『
神
道
記
』
は
「
慶
安
版
以
外
の
版
本
」
を
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、

マ
マ

「
賣
出
書
目
に
は
慶
安
以
後
八
度
そ
の
書
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
確
認
で

き
る
と
い
う
。『
神
道
記
』
は
「
琉
球
物
」
と
い
わ
れ
る
書
物
の
中
で
は
、
最
も
刊

キ
ウ

行
を
重
ね
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
え

（
１４
）

よ
う
。「
琉
球
ノ
二
字
�
恐
ラ
ク
ハ
龍
宮
ノ
韻

り
う
き
う
し
ん
と
う
き

い
は
く

り
う
き
う
こ
く

也
」
な
ど
と
と
す
る
『
神
道
記
』
の
言
説
、
ま
た
「
琉
球
神
道
記
に
云
、
琉
球
国
の

わ
う
き
う

は
う

王
宮
に
榜
す
る
に
」
な
ど
と
す
る
『
神
道
記
』
に
仮
託
し
た
「
琉
球
言
説
」
は
、『
広

益
俗
説
弁
』『
本
朝
怪
談
故
事
』
や
『
日
本
書
紀
通
証
』、
さ
ら
に
は
『
弓
張
月
』
等

を
介
し
て
拡
大
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
近
世
日
本
の
琉
球
認
識
に
お
い
て
、『
神
道

記
』
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
明
治
期
に
引
き
継
が
れ

る
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
風
俗
画
報
』（
第
一
一

七
号
、
東
陽
堂
）
は
、「
臨
時
増
刊

沖
縄
風
俗
絵
図
」
で
あ
る
が
、
そ
の
表
紙
は

守
礼
の
門
（
尾
形
月
耕
画
）
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
目
次
」
は
表
紙
の

絵
を
「
龍
宮
城
の
図
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
神
道
記
』
の
言
説
は
、
琉
球
の
自
己
認
識
に
お
い
て
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

先
に
示
し
た
『
神
道
記
』
第
五
の
「
又
国
土
ヲ
視
ル
ニ
」
以
下
、「
爾
バ
琉
球
ノ
二

キ
ウ

ハ

字
�
恐
ラ
ク
ハ
龍
宮
ノ
韻
也
。
那
覇
ハ
阿
那
達
多
龍
王
ノ
所
居
ナ
ル
ベ
シ
。
今
ハ
略

語
也
」
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
巻
八
「
那
覇
由
来
記
」
の
冒
頭
「
那

覇
由
来
記
」
に
も
そ
の
ま
ま
引
か
れ
て
、「
琉
球
」
と
「
那
覇
」
の
自
己
認
識
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
る
。『
由
来
記
』
は
、
こ
の
外
、
巻
三
「
事
始

乾
」
の
「
冠
」、

巻
十
一
「
密
門
諸
寺
縁
起
」
の
「（
波
上
）
権
現
山
勧
請
之
由
来
」、「
沖
山
三
所
大

権
現
縁
起
」「
八
幡
大
菩
薩
」「（
八
幡
大
菩
薩
）
勧
請
之
由
来
」「
姑
射
山
大
権
現
並

寺
縁
起
之
事
」「
大
慶
山
権
現
縁
起
」「
天
久
山
大
権
現
縁
起
」「
普
天
満
山
三
所
大

権
現
縁
起
」、
巻
十
五
「
辺
土
村
」
の
「
ア
フ
リ
嶽
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、

巻
八
「
那
覇
由
来
記
」
の
冒
頭
の
「
琉
球
」
と
「
那
覇
」
の
名
称
の
由
来
を
記
し
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、『
由
来
記
』
が
『
神
道
記
』
を
引
き
な
が
ら
、
同
時
に
も
う
ひ

と
つ
の
那
覇
の
地
名
由
来
「
那
覇
ノ
濫
觴
ヲ
尋
ル
ニ
、
今
ノ
呉
姓
我
那
覇
、
居
住
ノ

屋
敷
ノ
内
ニ
、
当
初
石
有
レ

之
。
形
茸
ニ
似
タ
リ
。
茸
ヲ
世
俗
ニ
、
ナ
バ
ト
云
故
ニ
、

此
所
ヲ
人
呼
テ
、
ナ
ハ
ト
云
倣
ケ
ル
ガ
、
人
家
此
所
ヨ
リ
、
始
リ
ケ
レ
バ
ト
テ
、
則

コ
ノ
ナ
ハ
ヲ
取
テ
、
里
ノ
名
ト
シ
、
後
ニ
那
覇
ト
字
ヲ
改
ケ
ル
ト

（
１５
）

云
リ
」
を
記
し
て

い
る
。
こ
れ
は
『
由
来
記
』
巻
八
「
那
覇
由
来
記
」
の
元
の
資
料
で
あ
る
『
那
覇
由

来
記
』（
一
七
〇
九
年
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。『
由
来
記
』
編
纂
に
あ
っ
て
は
、「
阿

那
達
多
龍
王
」
が
「
略
語
」
に
な
っ
た
と
す
る
那
覇
の
地
名
由
来
を
唯
一
の
説
に
は

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
由
来
記
』
に
続
く
『
琉
球
国
旧
記
』（
一
七
三
一
年
）
巻

一
「
那
覇
記
」
の
「
那
覇
由
来
」
で
も
、
二
つ
の
地
名
由
来
を
記
し
て
い
る
。
た
だ

し
、『
神
道
記
』
が
記
す
由
来
は
割
注
に
な
っ
て

（
１６
）

い
る
。
さ
ら
に
三
番
目
の
琉
球
国

の
正
史
『
球
陽
』
の
外
巻
で
あ
る
漢
文
説
話
集
『
遺
老
説
伝
』（
一
七
四
五
年
）
に

も
、
那
覇
の
地
名
由
来
は
載
る
。
し
か
し
、
那
覇
を
「
ナ
ハ
」（
茸
）
と
す
る
記
事

の
み
を
記
し
て
、『
神
道
記
』
の
地
名
由
来
は
載
せ
て
い
な
い
。
元
よ
り
地
名
を
め

ぐ
る
言
説
は
、
当
然
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
近
代
に
お

い
て
も
、「
沖
縄
学
の
父
」
と
謳
わ
れ
る
伊
波
普
猷
は
、『
沖
縄
考
』（
創
元
社
、
一

な

は

九
四
二
年
）
を
出
し
て
「
那
覇
の
起
源
は
漁
場
」（
第
四
章
）
を
書
い
て
い
る
。

琉
球
内
部
の
文
献
資
料
に
お
い
て
は
、
琉
球
を
龍
宮
と
み
な
す
記
述
は
み
あ
た
ら

な
い
の
で
あ
る
。「
龍
宮
」
が
出
所
す
る
記
事
は
、
例
え
ば
、
最
初
の
正
史
『
中
山

世
鑑
』
巻
一
（
一
六
五
〇
年
）
の
「
舜
天
御
即
位
」
の
箇
所
に
、
為
朝
が
「
妻
子
」

を
船
に
乗
せ
て
と
も
に
帰
郷
し
よ
う
と
す
る
が
、
い
つ
も
海
が
荒
れ
そ
れ
が
か
な
わ

な
い
。
そ
れ
は
こ
の
国
が
「
龍
宮
ノ
神
」
を
崇
め
て
お
り
、「
龍
神
」
の
咎
め
が
あ

る
か
ら
だ
と
記
す
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
（
一
七
二

七
年
）
に
記
さ
れ
た
「
鞁
ね
い
り
祭
之
事
」
と
「
上
平
屋
御
嶽
」
は
、
い
ず
れ
も
、

「
鞁
ね
い
り
祭
」
の
由
来
、
及
び
「
上
平
屋
御
嶽
」
の
祭
祀
の
由
来
が
「
龍
宮
」
に

あ
る
と
い
う
記
事
で

（
１７
）

あ
る
。
二
つ
の
記
事
は
、『
遺
老
説
伝
』
外
巻
一
「
６０

宮
古
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山
、
禰
間
伊
嘉
利
竜
王
よ
り
孝
祭
を
授
か
り
て
帰
り
来
り
、
鼓
練
祭
を
行
ふ
の
こ
と

―
鼓
練
祭
由
来
」
と
「
６２

宮
古
山
、
砂
川
邑
佐
禰
大
翁
、
津
波
の
災
に
両
親
を
喪

ひ
て
孤
身
と
為
り
、
長
成
し
て
竜
宮
の
神
女
と
結
ぶ
も
、
後
神
女
海
山
の
限
を
分
つ

の
法
を
教
へ
て
海
中
に
投
ぜ
し
こ
と
―
ナ
ア
パ
イ
祭
由
来
」
に
も
記

（
１８
）

さ
れ
、『
宮
古

ア
ラ

島
記
事
仕
次
』（
一
七
四
八
年
）
に
も
見

（
１９
）

え
る
。
二
つ
の
記
事
は
、「
新
神
出
給
フ
」

と
い
う
王
城
祭
祀
の
様
を
「
龍
宮
様
ナ
リ
」
と
記
し
た
『
神
道
記
』
の
記
事
を
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
世
に
あ
る
祭
祀
の
起
源
が

「
龍
宮
」
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
琉
球
が
「
龍
宮
」
で
あ
る
と
い
う
記
事
で
は
な

い
。さ

ら
に
、『
遺
老
説
伝
』
に
は
「
１０１

西
原
間
切
棚
原
村
の
祝
女
稲
福
婆
、
儀
来

河
内
に
遊
び
て
帰
り
し
こ
と
」
と
「
１０３

南
風
原
間
切
与
那
覇
村
の
人
、
竜
宮
よ
り

持
ち
帰
り
し
紙
包
を
開
き
、
忽
然
衰
老
し
て
死
す
る
の
こ
と
―
穏
作
根
嶽
由
来
」
に

も
「
龍
宮
」
が

（
２０
）

で
る
。
後
者
は
浦
島
伝
説
で
あ
る
が
、
前
者
は
『
琉
球
神
道
記
』
第

五
に
も
記
さ
れ
る
、
袋
中
が
「
祝
女
稲
福
婆
」
を
実
際
に
見
に
行
っ
た
と
い
う
「
棚

原
船
頭
ガ
妻
」
の
異
伝
と
も
い
う
べ
き
記
事
で

（
２１
）

あ
る
。『
神
道
記
』
は
「
棚
原
船
頭

モ

ガ
妻
」
が
失
踪
し
「
七
年
」
後
、「
綾
羅
錦
繍
ヲ
身
ニ
纏
ヒ
。
上
ニ
藻
ヲ
覆
」
う
と

い
う
状
態
で
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
記
す
が
、「
妻
」
が
ど
こ
に
居
た
か
は
記
し
て
い

モ

な
い
。
し
か
し
、「
上
ニ
藻
ヲ
覆
」
と
記
す
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
海
中
世
界
だ
っ
た

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。『
遺
老
説
伝
』
は
、「
稲
福
婆
」
は
「
偶
々
海
底
に
遊
び
、
竜

宮
に
進
み
、
食
を
賜
ふ
に
塩
螺
の
類
を
以
て
す
」
と
記
し
て
お
り
、「
竜
宮
」
に
「
俗

に
儀
来
河
内
と
叫
ぶ
」
と
い
う
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
遺
老
説

伝
』
が
、
一
般
に
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
、
ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
な
ど
と
い
わ
れ
る
琉
球
の
異

（
２２
）

界
を
、「
竜
宮
」
と
表
記
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
『
神
道
記
』
の
影
響

で
あ
る
の
か
即
断
は
出
来
な
い
が
、
袋
中
は
琉
球
の
異
界
世
界
を
「
龍
宮
」
と
見
な

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
神
道
記
』
は
国
を
「
成

就
」
し
た
と
い
う
「
火
」
が
、「
龍
宮
」
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
つ

ま
り
は
、「
龍
宮
」
は
「
俗
に
儀
来
河
内
と
叫
ぶ
」
と
い
う
琉
球
の
異
界
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
袋
中
は
「
龍
宮
」
と
記
し
た
の
で
あ
る
。

浄
土
宗
名
越
派
中
興
の
祖
袋
中
が
そ
の
世
界
観
に
よ
っ
て
、
琉
球
を
そ
の
「
韻
」

キ
ウ

の
類
似
か
ら
「
龍
宮
」
と
見
な
し
た
が
、
琉
球
に
お
い
て
そ
れ
は
定
着
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
方
、
木
村
淳
也
氏
（
明
治
大
学
兼
任
講
師
）
が
取
り
上
げ
た
「
重
奏
し
変

奏
す
る
琉
球
の
航
海
神
―
―
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
関
わ
り
か
ら
―
―
」
で
は
、
琉
球

の
神
女
を
「
弁
才
天
ナ
リ
」
と
す
る
『
神
道
記
』
の
言
説
は
、
琉
球
の
自
己
認
識
に

一
定
程
度
、
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

〈「
キ
ン
マ
モ
ン
」（
琉
球
の
神
女
）
を
「
弁
才
天
」
と
す
る
言
説
〉

ア
メ
ク

『
琉
球
神
道
記
』
第
五
「
天
久
権
現
事
」
に
は
「
熊
野
権
現
」
の
「
神
託
」
と
し

て
、
祀
ら
れ
た
「
女
人
」
は
「
国
ノ
守
護
神
�
弁
才
天
也
」
と
記
し
て
い
る
。『
神

道
記
』
に
お
い
て
は
、
琉
球
七
社
（『
神
道
記
』
は
「
金
武
山
観
音
寺
」
を
記
し
て

ア
メ
ク

い
な
い
）
の
ひ
と
つ
「
天
久
権
現
事
」
は
、
唯
一
「
女
神
」
を
祀
る
権
現
で
あ
る
。

ま
た
「
キ
ン
マ
モ
ン
事
」
に
は
、「
キ
ン
マ
モ
ン
」（
君
真
物
）
は
「
ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ

ノ
キ
ン
マ
モ
ン
」
と
「
オ
ボ
ツ
カ
ク
ラ
ノ
キ
ン
マ
モ
ノ
」
と
い
う
「
陰
陽
ノ
二
神
」

が
あ
り
、「
都
テ
弁
才
天
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
キ
ン
マ
モ

ン
」
は
、「
火
」
が
「
龍
宮
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
国
が
「
成
就
」
し

た
後
「
現
」
じ
た
、「
海
底
ヲ
宮
」
と
す
る
「
守
護
ノ
神
」
で
あ
る
。
渡
辺
匡
一
は

「
蛇
神
キ
ン
マ
モ
ン
―
―
浄
土
僧
袋
中
の
見
た
琉
球
の
神
々
」（『
文
学
』
季
刊
第
九

巻
三
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
夏
刊
）
で
、
琉
球
の
守
護
神
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
か
ろ
う
じ
て
蛇
神
で
あ
る
「
キ
ン
マ
モ
ン
」
が
「
権
者
」
足
り
得
て
い
る
こ
と
を
、

袋
中
が
苦
心
し
な
が
ら
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

オ
ガ
ミ
バ
ヤ
シ

「
キ
ン
マ
モ
ン
」
は
、「
毎
月
出
テ
託
ア
リ
。
所
所
ノ
拝
林
ニ
遊
給
フ
�
持
物
ハ

ミ
ゲ
ン

オ
モ
リ

キ
フ
フ
ギ
ミ

オ
ヤ
カ
タ

御
萱
ナ
リ
。
唱
ハ
御
唄
ナ
リ
」
と
い
う
「
聞
補
君
」（
聞
得
大
君
）
を
「
長
」
と
す
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ヘ
ン

る
、
琉
球
の
「
託
女
」（
神
女
）
で
あ
る
。「
国
ニ
悪
心
貶
毀
ノ
者
ア
レ
バ
。
必
是
ヲ

刑
罰
ス
」
と
い
い
、「
悪
心
ノ
者
�
常
ニ
毒
蛇
ノ
攻
」
あ
る
と
い
う
。「
キ
ン
マ
モ
ン

ヨ
ヒ
カ
ヘ
ス

事
」
の
末
尾
に
「
�
蛇
ヲ
呼
廻
コ
ト
（
稿
本
「
呼
囘
コ
ト
」）
�
皆
詞
ヲ
以
ス
。
其

タ
グ
ヒ

ナ
ゝ
ハ
ラ

類
�
七
原
ト
テ
�
七
種
ア
リ
。
今
一
類
ヲ
呼
廻
（
稿
本
「
一
類
ノ
呼
囘
」）
ヲ
挙
コ

ト
少
分
ノ
ミ
」
と
し
て
、「
�
蛇
」
を
「
ヨ
ブ
」
時
は
（
以
下
、
梵
字
に
よ
る
音
表

記
）「
メ
ス
コ
ト
ア
ラ
バ
�
ハ
ヤ
ク
ニ
キ
タ
ル
ベ
シ
。
キ
タ
ラ
ズ
シ
テ
。
ア
リ
ゴ
シ

ヲ
ラ
ル
ナ
。
ホ
ソ
ゴ
シ
ヲ
ラ
ル
ナ
」（
召
す
こ
と
あ
ら
ば
、
早
く
に
来
る
が
よ
い
。

来
な
け
れ
ば
。
蟻
腰
を
折
ら
れ
る
ぞ
。
細
腰
を
折
ら
れ
る
ぞ
）
の
「
詞
」
が
あ
り
、

「
カ
ヘ
ス
」
時
は
「
ハ
ヤ
ク
ニ
カ
ヘ
ル
ベ
シ
。
〳
〵
。
モ
シ
ア
ヤ
マ
リ
ア
ラ
ン
ニ
ハ
。

ア
リ
ゴ
シ
ヲ
ヲ
ル
ベ
キ
ゾ
。
ホ
ソ
ゴ
シ
ヲ
ヲ
ル
ベ
キ
ゾ
」（
早
く
に
帰
る
が
よ
い
。

早
く
に
帰
る
が
よ
い
。
も
し
誤
り
あ
る
時
は
。
蟻
腰
を
折
ろ
う
ぞ
。
細
腰
を
折
ろ
う

ぞ
）
の
「
詞
」
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
小
島
瓔
禮
は
「
ア
リ
ゴ
シ
」
を
蟻
腰
、「
ホ

ソ
ゴ
シ
」
を
細
腰
と
し
、
こ
れ
が
「
�
蛇
」
の
対
語
表
現
で
あ
ろ
う
と

（
２３
）

す
る
。
す
な

ナ
ゝ
ハ
ラ

わ
ち
、
袋
中
が
梵
語
で
記
し
た
「
七
原
」
だ
と
す
る
「
詞
」
の
ひ
と
つ
は
、「
キ
ン

ヨ
ヒ
カ
ヘ
ス

マ
モ
ン
」
が
「
�
蛇
」
を
脅
し
て
「
呼
囘
」
こ
と
を
自
由
に
操
る
呪
言
を
記
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
悪
心
ノ
者
�
常
ニ
毒
蛇
ノ
攻
」
が
あ
る
の
は
、「
キ
ン
マ
モ

ン
」
が
「
毒
蛇
」
を
操
り
「
刑
罰
」
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
の
初
頭

頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
定
西
法
師
伝
』
に
記
さ
れ
た
「
琉
球
ハ
弁
財
天
の

島
な
り
夫
故
男
子
よ
り
女
子
を
敬
ふ
（
途
中
省
略
）
弁
財
の
社
に
巫
女
あ
り
夫
か
ヤ

コ
ミ
サ
（
筆
者
注
。「
や
こ
み
さ
」
は
恐
れ
多
い
こ
と
の
意
）
と
て
大
き
な
る
蛇
を

連
来
り
人
を
集
其
蛇
に
見
す
れ
は
咎
あ
る
も
の
に
食
付
き
て
聊
も
た
か

（
２４
）

は
す
」
は
、

『
琉
球
神
道
記
』
の
記
事
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
小
島
が
述
べ
る
よ
う

に
、「
詞
」
が
梵
語
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
神
道
記
』
に
記
さ
れ
る
オ
モ
ロ

同
様
、「
キ
ン
マ
モ
ン
」（
神
女
）
が
唱
え
た
「
詞
」
を
写
し
た
に
違
い
な
い
。『
神

道
記
』
に
記
さ
れ
る
オ
モ
ロ
は
、
第
六
―
三
一
六
（
第
二
十
二
―
一
五
五
一
）
と
第

一
―
一
四（
第
三
―
一
三
二
）に
相
当
す
る
が
、
梵
字
で
表
記
さ
れ
た
オ
モ
ロ
は『
お

も
ろ
さ
う
し
』
を
直
接
引
い
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
、
袋
中
が
実
際
聞
い
た
「
御
唄
」

を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、「
キ
」
か
ら
「
チ
」
等
の
変
化
（
口
蓋
化
）
が

ナ
ゝ
ハ
ラ

進
み
始
め
て
い
る
琉
球
語
を
写
し
て
い
る
か
ら
で

（
２５
）

あ
る
。「
七
原
」
だ
と
い
う
「
詞
」

も
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
（
大
和
言
葉
）
に
近
い
印
象
を
持
つ
が
、
む
し
ろ
こ
の
こ
と
も
含

め
て
こ
れ
が
「
呪
言
」
と
し
て
の
「
詞
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

オ
ヤ
カ
タ

「
キ
ン
マ
モ
ン
」（
神
女
）
は
、「
�
蛇
」
の
「
長
」
だ
と
解
さ
れ
る
。

ヲ
ホ
ヨ

『
神
道
記
』
第
五
に
は
「
又
中
比
�
此
国
王
�
大
世

ノ

主
ト
申
上
ル
。
此
毒
蛇
ヲ

ア
ツ
イ
タ

カ
コ

ホ
コ
ツ

コ
ゝ

恐
テ
。
高
楼
ヲ
起
テ
�
厚
板
ニ
シ
テ
能
囲
ム
。
王
誇
テ
云
。
毒
蛇
モ
此
ニ
ハ
来
ベ

イ
ク
バ
ク

サ
ゝ

カ
ラ
ズ
ト
。
時
幾
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
�
左
手
ヲ
螫
ル
」と
記
す
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
を『
中

山
世
鑑
』
は
「
察
度
王
モ
後
ニ
ハ
驕
奢
ノ
御
心
ヤ
出
来
ケ
ン
高
ヨ
サ
ウ
リ
ト
テ
数
十

丈
ノ
高
楼
ヲ
作
リ
（
途
中
省
略
）
戯
言
ニ
常
ニ
此
楼
上
ニ
居
給
程
ナ
ラ
ハ
毒
蛇
ノ
恐

モ
無
物
ヲ
ト
ソ
宣
ケ
ル
天
道
モ
彼
奢
ヲ
懲
給
ケ
ル
ニ
ヤ
果
シ
テ
其
夜
楼
上
ニ
テ
君
ノ

左
ノ
御
手
毒
蛇
ノ
為
ニ
ソ
触
タ
リ

（
２６
）

ケ
ル
」
と
記
し
て
い
る
。『
中
山
世
鑑
』
が
記
す

「
天
道
」
は
、「
キ
ン
マ
モ
ン
」
を
い
う
か
。

金
久
正
の
『
奄
美
に
生
き
る
日
本
古
代
文
化
』
に
は
「
波
布
（
筆
者
注
、
ハ
ブ
の

こ
と
）
は
、
神
（
山
神
）
の
使
者
だ
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
咬
ま
れ
る
の
は
、
神
に
、

に
ら
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
ゆ�

か�

り�

あ
る
人
で
、
ふ
つ
う
善
良
な
人
間
は
、
こ
れ
を
踏
み

の

ろ

つ
け
て
も
咬
ま
れ
な
い
と
い
う
。
昔
の
呪
女
神
は
、
よ
く
波
布
を
制
し
、
ア
ヤ
ナ
ギ

を
這
わ
す
と
い
っ
て
、
ア
ラ
ボ
レ（
一
五
、
六
歳
の
娘
ら
よ
り
な
る
、
呪
女
の
従
者
）

た
ち
の
頭
髪
に
波
布
を
巻
き
つ
け
た
と
い
う
。
今
部
落
部
落
に
は
ノ
ロ
屋
敷
趾
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
こ
ん
な
所
は
、
よ
く
波
布
が
出
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
障
り

が
あ
る
と
し
て
、
今
日
た
い
て
い
捨
て
て
顧
み

（
２７
）

な
い
」
と
あ
る
。「
ア
ラ
ボ
レ
（
一

五
、
六
歳
の
娘
ら
よ
り
な
る
、
呪
女
の
従
者
）
た
ち
の
頭
髪
に
波
布
を
巻
き
つ
け
た

と
い
う
」
は
、
宇
賀
弁
財
天
像
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。
高
橋
一
郎
は
、「
奄
美
の

ク
チ
／
呪
詞
・
修
験
者
の
痕
跡
」
で
奄
美
地
域
に
点
在
す
る
弁
才
天
信
仰
の
痕
跡
を

紹
介
し
て

（
２８
）

い
る
。
ま
た
、
松
山
秀
光
は
徳
之
島
に
お
け
る
ハ
ブ
の
民
俗
を
紹
介
し
て
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お
り
「
ハ
ブ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
は
即
神
罰
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い
受
け
止
め
方
は
、

現
在
で
も
一
部
の
人
た
ち
の
心
の
中
に
根
強
く
生
き
続
け
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
外
に
も
ハ
ブ
を
い
う
一
種
の
忌
み
言
葉
の
ひ
と
つ
「
ア
ヤ
ク
ブ
シ
ュ
メ
ー
レ
グ

ワ
」
が
、「
美
し
い
綾
模
様
の
着
物
を
つ
け
た
未
婚
の
女
性
に
な
ぞ
ら
え
て

（
２９
）

い
る
」

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
金
久
の
報
告
同
様
、
ハ
ブ
と
神
女
（
若
い
女
性
）

と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
を
現
す
事
例
だ
ろ
う
。
小
島
（『
蛇
の
宇
宙
誌
』）
も
、
ハ
ブ

に
か
か
わ
る
民
俗
を
文
英
吉
『
奄
美
大
島
物
語
』
南
島
社
、
一
九
五
七
年
刊
所
収
の

「
は
ぶ
の
土
俗
」
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
村
落
の
公
的
祭
祀
の
司
祭
者

の

ろ

「
呪
女
」（
祝
女
）
と
ハ
ブ
と
が
親
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

木
村
氏
が
資
料
に
あ
げ
た
宮
古
島
の
『
御
嶽
由
来
記
』（
一
七
〇
七
年
）
の
筆
頭

に
記
さ
れ
る
「
漲
水
御
嶽
」
の
由
来
は
、
三
輪
山
型
の
説
話
で
あ
る
。「
漲
水
御
嶽
」

の
神
は
父
を
「
大
蛇
」
と
す
る
「
三
人
の
女
子
」
で
、「
首
里
天
加
那
志
美
御
前
御

為
、
諸
船
海
上
安
穏
の
為
、
諸
願
ニ
付
、
崇
敬
仕
候
事
」
と
す
る
「
当
島
守
護
の
神
」

で
あ
る
と
記
し
、
こ
れ
を
「
弁
才
天
女
」
で
あ
る
と
し
て

（
３０
）

い
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』

巻
二
十
に
は
、
こ
の
「
漲
水
御
嶽
」
の
由
来
に
加
え
て
、「
大
城
御
嶽
」（
狩
俣
村
）

の
「
女
神
」
の
由
来
も
父
を
「
蛇
ノ
変
化
」
と
す
る
三
輪
山
型
の
伝
承
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
「
女
神
」
も
「
為
航
路
、
且
、
諸
願
ニ
狩
俣
村
中
崇
敬
仕
也
」
と
い
う
神

で
あ
る
。
二
つ
の
三
輪
山
伝
承
は
、
神
女
の
由
来
譚
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
始

祖
譚
と
し
て
は
、
奄
美
に
伝
わ
る
ユ
タ
の
始
祖
の
由
来
譚
に
な
っ
て
い
る
ユ
タ
が
唱

え
る
呪
詞
「
思
い
松
金
」
や
『
中
山
世
譜
』『
球
陽
』
等
に
記
さ
れ
る
英
祖
王
の
誕

生
譚
で
あ
る
日
光
感
精
説
話
と
三
輪
山
型
の
伝
承
と
は
、
対
極
の
関
係
に
あ
る
伝
承

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
光
感
精
説
話
が
男
系
の
始
祖
譚
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
三
輪
山
伝
承
は
女
神
の
始
祖
譚
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
琉
球
の
女
神
が「
蛇

神
」
で
あ
り
水
神
（
龍
神
）
で
あ
り
「
弁
才
天
」
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
、
基
底
に

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。『
御
嶽
由
来
記
』
が
宮
古
島
の
御
嶽
の
筆
頭
に
立
つ
「
漲
水
御

嶽
」
の
神
を
「
弁
才
天
女
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
は
、「
キ
ン
マ
モ
ン
」（
神
女
）

を
「
都
テ
弁
才
天
ナ
リ
」
と
記
し
た
『
神
道
記
』
の
記
事
が
確
実
に
影
響
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
御
嶽
由
来
記
』
が
「
漲
水
御
嶽
」
の
祭
神
を
「
弁
才
天
女
」
だ
と
す
る
の

は
、
こ
の
御
嶽
が
宮
古
島
の
最
高
神
女
「
大
安
母
」（
初
代
は
仲
宗
根
豊
見
親
の
妻
）

が
「
御
物
参
」
を
す
る
御
嶽
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
御
嶽
の
神
を
「
弁
才
天
女
」

と
し
て
他
の
宮
古
島
の
御
嶽
の
上
位
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。『
神

キ
フ
フ
ギ
ミ

オ
ヤ
カ
タ

道
記
』
が
「
聞
補
君
」（
聞
得
大
君
）
を
「
長
」
と
す
る
「
キ
ン
マ
モ
ン
」
を
「
都

テ
弁
才
天
ナ
リ
」
と
し
た
言
説
は
、
宮
古
島
の
御
嶽
を
記
し
た
『
御
嶽
由
来
記
』
の

記
述
に
も
こ
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
。

女
官
詞
と
オ
モ
ロ
語
の
古
辞
書
『
混
効
験
集
』（
一
七
一
一
年
）
も
、
そ
の
序
文

に
「
夫
我
朝
は
神
国
、
御
本
地
弁
才
天

（
３１
）

な
り
」
と
記
し
て
い
る
。『
由
来
記
』
巻
十

「
天
徳
山
円
覚
禅
寺
附
法
堂
」
の
「
肇
創
二

弁
財
天
女
堂
一

記
附
再
修
事
」
に
も
尚
豊

王
が
円
覚
住
持
恩
叔
に
「
朕
聞
、
弁
才
天
女
者
、
為
二

吾
朝
第
一
之
守
護
神
一

也
」
と

述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
波
上
山
護
国
寺
」
に
は
「
日
秀
」
が
「
弁
嶽
弁
財
天
」

と
「
密
契
」
し
た
と
伝
え
る
「
弁
財
天
対
面
石
」
等
の
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
識
名

盛
命
の
『
思
出
草
』（
一
七
〇
〇
年
）「
弁
才
天
女
を
祭
り
し
こ
と
は
」
に
も
「（
宇

賀
神
主
）
わ
か
う
る
ま
に
も
出
給
ひ
て
、
国
を
鎮
護
し
ひ
や
う
ふ
の
嶽
、
へ
に
の
嶽

て
ふ
二
ツ
の
御
山
に
跡
を
た
れ
給
ひ
、
信
心
ふ
か
き
輩
に
は
今
も
現
形
し
お
か
ま
れ

給
ふ
と

（
３２
）

な
ん
」
と
記
し
て
い
る
。
識
名
盛
命
は
「
弁
才
天
女
」
を
頭
上
に
白
蛇
を
戴

く
宇
賀
弁
才
天
だ
と
し
て
お
り
、
王
権
の
中
枢
に
あ
る
「
ひ
や
う
ふ
の
嶽
」（
園
比

屋
武
嶽
）
と
「
へ
に
の
嶽
」（
弁
が
嶽
）
に
垂
迹
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、『
神
道
記
』
の
記
事
が
影
響
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

『
聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
御
規
式
之
御
次
第
』（
一
八
七
五
年
）
に
あ
る
「
聞
得

大
君
御
殿
毎
日
之
御
た
か
へ
」
に
は
「
御
火
鉢
御
す
し
加
那
志
前
」「
金
の
御
す
し

加
那
志
前
」「
聞
得
大
君
加
那
志
前
御
す
し
御
神
加
那
志
前
」
と
と
も
に
「
弁
財
天

加
那
志
前
」
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
「
毎
日
之
御
た
か
へ
」
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ

（
３３
）

か
る
。「（
聞
得
大
君
御
殿
の
）
神
殿
正
面
の
神
壇
（
床
の
間
）
に
は
、
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壁
面
の
中
央
に
弁
財
天
の
掛
物
が
掛
っ
て
い
た
」（
鎌
倉
芳
太
郎
『
沖
縄
文
化
の
遺

宝
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）。
近
世
琉
球
に
お
け
る

聞
得
大
君
を
最
高
神
女

と
す
る
王
府
の
神
女
（
君
君
、
大
阿
母
シ
ラ
レ
等
）、
及
び
地
方
の
神
女
（
大
阿
母

や
祝
女
）
は
、
国
王
の
長
寿
祈
願
、
稲
麦
を
中
心
と
す
る
五
穀
の
豊
穣
祈
願
（「
四

祭
」）
と
国
内
外
の
航
海
の
安
全
祈
願
等
を
、
重
要
な
祭
祀
に
し
て

（
３４
）

い
る
。
こ
れ
を

担
う
こ
と
が
、
袋
中
が
記
す
「
守
護
ノ
神
」
と
し
て
の
「
キ
ン
マ
モ
ノ
」「
弁
才
天
」

で
あ
る
。
こ
の
『
神
道
記
』
の
言
説
は
、
琉
球
の
自
己
認
識
に
一
定
程
度
影
響
し
て

い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
琉
球
の
神
女
の
基
層
に
あ
る
も
の
は
、
ヲ
ナ

リ
神
信
仰
と
い
わ
れ
る
性
を
異
に
す
る
兄
弟
間
に
働
く
ヲ
ナ
リ
（
女
兄
弟
）
の
ヱ
ケ

リ
（
男
兄
弟
）
へ
対
す
る
霊
的
優
位
の
観
念
で
あ
る
。
こ
れ
が
強
く
働
く
ひ
と
つ
が
、

ヱ
ケ
リ
が
ヲ
ナ
リ
の
視
覚
世
界
の
外
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
航
海
等
に
よ
る「
旅
」

で
あ
る
。
琉
球
王
府
の
中
枢
に
位
置
す
る
聞
得
大
君
以
下
の
君
君
、
大
阿
母
シ
ラ
レ

や
地
方
の
神
女
（
大
阿
母
や
祝
女
）
も
、
神
女
の
航
海
守
護
神
と
し
て
性
格
を
強
く

持
っ
て

（
３５
）

い
る
。「
弁
才
天
」
と
意
識
さ
れ
る
神
女
は
、
こ
の
側
面
を
主
に
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
蛇
神
、「
弁
才
天
」
と
し
て
の
神
女
は
琉
球
の

自
己
認
識
に
影
響
を
与
え
た
に
し
て
も
そ
れ
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
ヲ
ナ
リ
神

と
し
て
の
琉
球
の
神
女
の
あ
る
一
面
を
い
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

『
琉
球
神
道
記
』
は
、
琉
球
の
最
初
の
正
史
で
あ
る
『
中
山
世
鑑
』
に
ど
れ
ほ
ど

影
響
し
て
い
る
か
。
こ
の
問
題
は
『
神
道
記
』
が
琉
球
の
自
己
認
識
に
与
え
た
影
響

を
考
え
る
際
、
重
要
で
あ
る
。
東
恩
納
寛
惇
は
『
世
鑑
』
が
収
め
ら
れ
た
『
琉
球
史

料
叢
書
』
第
五
巻
の
解
説
「
中
山
世
鑑
・
中
山
世
譜
及
び

（
３６
）

球
陽
」
の
中
で
『
世
鑑
』

の
資
料
と
し
て
、
冊
封
使
録
は
「
陳
侃
録
」、「
一
般
史
書
と
し
て
、
史
記
・
通
鑑
等

が
参
攷
さ
れ
、
又
、
好
ん
で
経
伝
の
文
句
が
引
用
」
さ
れ
、「
然
し
な
が
ら
、
最
も

多
く
参
考
さ
れ
た
の
は
、保
元
・
平
治
等
の
軍
記
物
と
、南
浦
文
集
と
で
あ
る
」、「
こ

の
外
に
「
お
も
ろ
」
や
、
金
石
文
・
琉
球
神
道
記
等
も
参
考
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

て
い
る
が
、「
以
上
は
、
世
鑑
を
通
読
し
て
、
直
に
首
肯
さ
れ
る
事
で
あ
る
が
、
開

巻
第
一
の
開
闢
伝
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
以
後
の
史
乗
が
、
皆
、
こ
の
書
の
記

事
に
準
拠
す
る
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
出
典
は
明
瞭
で
な
い
」
と
も
記
し
て
い
る
。
確

か
に
、
東
恩
納
が
述
べ
る
よ
う
に
「
開
巻
第
一
の
開
闢
伝
説
」
の
記
事
は
、『
神
道

記
』が「
二
人
�
陰
陽
和
合
ハ
無
レ
ド
モ
。
居
処
並
ガ
故
ニ
。
往
来
ノ
風
ヲ
縁
シ
テ
�

ハ
ラ

女
神
胎
ム
。
遂
ニ
三
子
ヲ
生
ズ
」
と
記
す
の
に
対
し
て
、『
世
鑑
』
は
「
二
人
陰
陽

和
合
ハ
無
レ
ト
モ
居
処
並
カ
故
ニ
往
来
ノ
風
ヲ
縁
シ
テ
女
神
胎
給�

遂
ニ
三
男
二
女
ヲ

ソ
生
給�

」
と
記
し
て
お
り
、
記
載
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
傍
線
部

に
違
い
が
あ
り
、
明
ら
か
に
『
世
鑑
』
の
記
述
が
『
神
道
記
』
を
典
拠
と
し
て
い
る

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
記
載
が
酷
似
す
る
二
つ
の
箇
所
を
比
べ
れ
ば
、『
世

鑑
』
が
『
神
道
記
』
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
両
書
は
王
府
の
内
部
に
あ
る
共
通
の
史
料
を
引
い
て
い
る
と
考
え
る
し
か

な
い
。
横
山
重
は
『
琉
球
神
道
記

弁
蓮
社
袋
中
集
』
の
『
神
道
記
』
の
「
解
題
」

の
中
で
、「『
琉
球
国
由
来
記
』
が
引
い
た
『
神
道
記
』
は
、「
馬
高
明
」
に
残
し
て

来
た
本
と
い
ふ
よ
り
も
、
慶
安
の
本
ら
し
く
考
へ
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

指
摘
は
、
古
辞
書
『
混
効
験
集
』（
一
七
一
一
年
）
や
『
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）

が
引
く
古
辞
書
類
が
や
は
り
、
同
時
代
の
近
世
期
の
版
本
を
引
く
こ
と
と
も
見
合
っ

て
（
３７
）

い
る
。

た
だ
し
、『
神
道
記
』
の
版
本
刊
記
は
「
慶
安
元
」（
一
六
四
八
年
）
で
あ
り
、『
世

鑑
』（
一
六
五
〇
年
）
成
立
と
の
間
は
僅
か
二
年
で
あ
る
。『
混
効
験
集
』
や
『
由
来

記
』
が
同
時
代
の
版
本
が
利
用
し
て
い
る
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
時
間
差
が
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、『
神
道
記
』
の
稿
本
系
の
本
が
琉
球
に
残
さ
れ
、

そ
れ
を
『
世
鑑
』
が
利
用
し
た
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
稿
本
奥
書

（「
慶
長
十
三
年
〈
一
六
〇
八
〉」）
は
「
此
一
冊
有
二

草
案
一

�自
二

南
蛮
一

帰
二

朝
平
戸
一

�

至
二

中
国
一

�於
二

置
石
州
湯
津
薬
師
堂
一

初
レ

之
。
上
洛
之
路
中
�
船
中
而
書
之
�
於
二
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山
崎
大
念
寺
一

終
レ

之
」
と
あ
り
、
奥
書
が
記
す
限
り
稿
本
の
成
立
は
袋
中
が
琉
球
を

離
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
課
題
を
残
す
が
、
今
の
と
こ
ろ『
世
鑑
』

は
版
本
の
『
神
道
記
』
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
、
妥
当
な
推
定
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

そ
れ
を
前
提
に
す
れ
ば
、『
世
鑑
』
が
「
キ
ミ
テ
ス
リ
」
を
「
キ
ミ
テ
ス
リ
ト
申

ス
ハ
天
神
也
」
と
記
す
の
は
、『
神
道
記
』
の
「
新
神
出
給
フ
�
キ
ミ
テ
ズ
リ
ト
申

ス
」
に
影
響
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
キ
ミ
テ
ス
リ
」（
君
手
擦
り
）
は
、
君

〈
神
女
〉
が
祈
る
意
、
も
し
く
は
君
を
祈
る
意
で
神
事
、
祭
祀
を
意
味
し
、「
天
神
」

き
み
て

づ

み
も
の

や
「
新
神
」
を
指
す
語
で
は
な
い
。
オ
モ
ロ
の
「
君
手
擦
り
」
の
対
語
は
、「
見
物

あ
そ

か
み
つ
か

遊
び
」（
す
ば
ら
し
い
神
事
、
第
十
二
―
六
九
四
他
）、「
神
使
へ
」（
神
の
招
請
、
第

十
二
―
七
二
五
他
）
で
あ
る
。
ま
た
、『
神
道
記
』
が
記
す
「
キ
ン
マ
モ
ン
ニ
�
陰

陽
ノ
二
神
ア
リ
。
天
ヨ
リ
下
給
フ
�
ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
ノ
キ
ン
マ
モ
ン
ト
称
ス
。
海
ヨ

リ
上
給
フ
ヲ
�
オ
ボ
ツ
カ
ク
ラ
ノ
キ
ン
マ
モ
ン
ト
称
ス
」
は
、『
世
鑑
』
で
は
「
キ

ミ
マ
モ
ン
ト
申
ス
ニ
、
陰
陽
ノ
二
神
ア
リ
。
ヲ
ボ
ツ
カ
グ
ラ
ノ
神
ト
申
ス
ハ
、
天
神

也
。
ギ
ラ
イ
ナ
カ
イ
ノ
神
ト
申
ス
ハ
、
海
神
也
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、「
天
神
」
と

「
海
神
」
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、『
世
鑑
』
が
『
神
道
記
』
を
参
照
し
正
し
て
記
述

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
此
木
敏
明
「『
中
山
世
鑑
』
に
お
け
る
『
保
元
物
語
』

の
再
構
成
―
―
舜
天
紀
を
中
心
と
し
て

（
３８
）

―
―
」
に
よ
れ
ば
、『
世
鑑
』
が
引
く
『
保

元
物
語
』（
寛
永
元
年
整
版
本
が
一
番
近
い
と
い
う
）
は
単
純
に
「
抜
粋
転
載
」
し

た
の
で
は
な
く
、
敬
語
表
現
等
も
含
め
て
「
為
朝
を
中
心
に
『
保
元
』
を
再
構
成
し

て
い
っ
た
」
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
述
し
た
「
二
人
�
陰
陽
和
合
ハ
無
レ
ド

モ
」
以
下
の
記
事
に
つ
い
て
も
、『
世
鑑
』
が
敬
語
表
現
（「
給�

」）
に
な
っ
て
い
る

の
は
小
此
木
の
指
摘
と
一
致
し
て
い
る
。『
世
鑑
』に
み
え
る
敬
語
表
現
は
、『
世
鑑
』

の
記
述
に
従
っ
た
表
記
な
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
『
神
道
記
』
と
『
世
鑑
』
の
違
い

は
、
向
象
賢
（
羽
地
朝
秀
）
が
捉
え
る
「
琉
球
」
に
従
っ
て
叙
述
し
直
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

『
神
道
記
』
が
記
し
た
「
琉
球
言
説
」
を
、『
世
鑑
』
は
引
き
継
い
だ
の
か
。
少

な
く
と
も
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
き
た
二
つ
の
「
琉
球
言
説
」
―
―
琉
球
を
「
龍
宮
」

と
見
な
す
言
説
と
神
女
を
「
弁
才
天
」
と
捉
え
る
言
説
―
―
は
、『
世
鑑
』
の
中
に

は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
点
で
、
二
つ
の
「
琉
球
言
説
」
に
限
っ
て
は
、
琉
球

側
の
資
料
で
あ
る
『
世
鑑
』
に
直
接
影
響
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
神

道
記
』
の
記
事
に
見
ら
れ
る
「
為
朝
伝
説
」
は
、
そ
れ
が
直
接
影
響
し
て
い
る
か
は

別
と
し
て
も
『
世
鑑
』
は
『
保
元
物
語
』
を
大
き
く
引
い
て
「
舜
天
御
即
位
」
の
記

事
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、『
世
鑑
』
に
限
ら
ず
「
為
朝
伝
説
」
は
琉
球
に
お

い
て
相
当
程
度
に
内
在
化
し
て

（
３９
）

い
る
。
ま
た
、『
広
益
俗
説
弁
』『
本
朝
怪
談
故
事
』

の
「
琉
球
言
説
」
は
、
為
朝
の
琉
球
渡
海
の
「
俗
説
」「
怪
談
」
に
記
さ
れ
た
記
述

で
あ
る
。
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
「
琉
球
物
」
は
、
ど
れ
も
為
朝
の
琉
球
渡
海
を
記

し
て
い
る
。『
神
道
記
』
と
並
ん
で
江
戸
期
の
琉
球
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
森
島

中
良
の
『
琉
球
談
』
は
、「
儒
学
者
服
部
蘇
門
」
が
序
文
を
記
す
和
刻
本
『
中
山
伝

信
録
』（
一
六
六
六
年
）
を
読
み
や
す
い
よ
う
に
書
き
改
め
た
書
で
あ
る
。
横
山
は
、

「
当
時
世
上
で
論
議
の
あ
っ
た
「
為
朝
渡
琉
説
」
の
裏
付
け
と
し
て
こ
の
「
中
山
伝

信
録
」
に
注
目
し
、
ま
た
、
琉
球
の
国
事
を
紹
介
す
る
書
物
の
無
い
事
を
感
じ
て
重

刻
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
和
刻
本
『
伝
信
録
』
刊
行
の
意
義
に
賛
同
し
て
、
森
島

が
『
琉
球
談
』
を
記
し
た
と
指
摘
し
て

（
４０
）

い
る
。
馬
琴
の
『
鎮
西
八
郎
為
朝
外
伝

椿

説
弓
張
月
』（
一
八
〇
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
）
は
、『
琉
球
談
』
を
有
力
な
資
料
に

し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
作
『
弓
張
月
』
の
構
想
は
、
為
朝
父

子
に
よ
る
「
流
虬
」
か
ら
「
琉
」
と
「
球
」
の
二
つ
の
珠
に
因
む
「
琉
球
」
と
い
う

国
名
を
回
復
す
る
物
語
で
あ
る
と
い
え
る
。
実
は
「
琉
球
の
古
名
」
と
す
る
「
虬
龍

ノ
水
中
ニ
浮
ガ
如
シ
」
に
由
来
す
る
「
流
虬
」
は
、『
世
鑑
』
の
記
事
を
『
伝
信
録
』

が
採
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
『
琉
球
談
』
に
記
さ
れ
『
弓
張
月
』
の
構
想
を
生
む
こ

と
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
弓
張
月
』
は
、『
神
道
記
』
や
『
琉
球
談
』

の
「
琉
球
言
説
」
以
上
に
本
土
日
本
に
お
け
る
「
琉
球
認
識
」
に
大
き
な
影
響
を
与

― 86 ―



え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
琉
球
か
ら
見
た
『
椿
説
弓
張
月
』」（
仮

題
『
沖
縄
文
化
研
究

追
悼
論
集
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
刊

行
予
定
）
を
書
い
た
。
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

注

（
１
）
横
山
重
編
著
『
琉
球
神
道
記

弁
蓮
社
袋
中
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年

刊
。

（
２
）
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
東
京
書
籍
、
一
九
七
五
年
刊
。

（
３
）
南
和
男
解
題
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊

慶
長
見
聞
録
案
紙

慶
長
日
記

慶
長
・
元
和
年
録
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
刊
、
伴
信
友
『
伴
信
友
全
集
』

巻
三
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
刊
。

（
４
）
石
上
敏
校
訂
『
叢
書
江
戸
文
庫
３２

森
島
中
良
集
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九

四
年
刊
。

（
５
）
後
藤
丹
治
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

椿
説
弓
張
月
』
上
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
八
年
。

（
６
）
白
石
良
夫
校
訂
『
公
益
俗
説
弁
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
刊
。

（
７
）
注
６
の
「
解
説
」。

（
８
）
『
京
都
大
学
蔵

大
惣
本
稀
書
集
成

本
朝
故
事
因
縁
集
』
第
八
巻
、
臨
川

書
店
、
一
九
九
五
年
刊
の
「
解
題
」。
な
お
、
翻
刻
し
た
も
の
に
高
田
衛
・
阿

部
真
司
『
本
朝
怪
談
故
事
集

校
注
索
引
』
伝
統
と
現
代
社
、
一
九
七
八
年
刊

が
あ
る
。

（
９
）
横
山
学
解
説
・
論
文
『
宝
玲
叢
刊
第
四
集

江
戸
期
琉
球
物
資
料
集
覧
』
第

二
巻
、
本
邦
書
籍
、
一
九
八
一
年
刊
。

（
１０
）
注
９
に
同
じ
。

（
１１
）
注
９
に
同
じ
。

（
１２
）
拙
論
「『
大
島
筆
記
』
に
関
す
る
資
料
」『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
第
一
三

四
号
、
二
〇
一
二
年
刊
。『
大
島
筆
記
』
に
引
用
は
、
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
。

な
お
、
佐
藤
成
裕
の
『
中
陵
漫
録
』（
一
八
二
六
年
）
の
「
○
琉
球
海
程
」
に

は
「
頃
、
大
島
筆
記
を
見
る
に
、
古
よ
り
琉
球
薩
摩
の
間
の
海
路
三
百
八
十
里

と
云
ぬ
る
に
、段
々
常
に
渡
海
の
様
な
日
積
り
を
聞
に
夫
ま
で
は
無
き
様
也（
途

中
省
略
）
さ
す
れ
ば
所
謂
袋
中
が
琉
球
神
道
記
に
、
彦
火
火
出
見
尊
の
御
渡
り

な
さ
れ
た
る
竜
宮
な
る
と
伝
し
も
、
懸
隔
の
説
に
も
非
る
べ
し
」（『
日
本
随
筆

大
成

三
』
第
三
期
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
刊
）
と
あ
り
、『
大
島
筆

記
』
の
記
事
を
ふ
ま
え
て
『
神
道
記
』
に
及
ん
だ
記
述
が
あ
る
。
た
だ
、『
大

島
筆
記
』
に
は
「
火
火
出
見
尊
の
御
入
被
成
た
る
と
は
袋
中
は
い
は
ず
」
と
あ

り
な
が
ら
、
成
裕
は
逆
に
琉
球
（
龍
宮
）
へ
渡
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、

『
神
道
記
』
を
め
ぐ
る
「
琉
球
言
説
」
の
影
響
の
広
が
り
が
あ
る
。

（
１３
）
久
保
田
淳
他
編
『
日
本
古
典
文
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
刊
。

（
１４
）
横
山
学
「
琉
球
物
と
琉
使
来
聘
」（『
宝
玲
叢
刊
第
四
集

江
戸
期
琉
球
物
資

料
集
覧
』
第
四
巻
、
本
邦
書
籍
、
一
九
八
一
年
刊
）。
横
山
に
よ
れ
ば
、『
神
道

記
』
の
刊
行
は
「
慶
安
元
年
」（
一
六
四
八
）
を
初
刷
に
し
て
「
正
徳
五
年
」（
一

七
一
五
）
ま
で
都
合
十
刷
を
数
え
る
と
い
う
（「
琉
球
物
刊
行
目
録
」）。

（
１５
）
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
『
定
本

琉
球
国
由
来
記
』
角
川
書
店
、
一
九
九

七
年
刊
。

（
１６
）
横
山
重
他
編
纂
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
三
巻
、
東
京
美
術
、
一
九
七
二
年
刊
。

『
琉
球
史
料
叢
書
』
に
入
る
『
琉
球
国
旧
記
』
は
尚
家
本
を
底
本
に
し
て
い
る

（「
例
言
」）。

（
１７
）
小
島
瓔
禮
『
神
道
大
系

神
社
編
五
十
二

沖
縄
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一

九
八
二
年
刊
。

（
１８
）
嘉
手
納
宗
徳
編
訳
『
球
陽
外
巻

遺
老
説
伝
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
刊
。

（
１９
）
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
平
良
市
史

資
料
編
１

前
近
代
』
平
良
市
役

所
、
一
九
八
一
年
刊
。
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（
２０
）
『
遺
老
説
伝
』
に
は
も
う
一
例
「
２６

馬
歯
山
船
蔵
御
嶽
由
来
の
こ
と
」
に

「
竜
宮
神
」
が
で
る
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
魚
来
る
の
時
、
必
ず
之
れ
を

此
の
神
に
祭
り
て
後
食
す
」
と
あ
る
も
の
で
、「
此
の
神
」
が
「
竜
宮
神
」
だ

と
い
う
記
事
で
あ
る
。

（
２１
）
拙
論
「
琉
球
神
道
記
」『
古
代
文
学
講
座
１１

霊
異
記

氏
文

縁
起
』
勉

誠
社
、
一
九
九
五
年
刊
。

（
２２
）
渡
邊
欣
雄
他
編
『
沖
縄
民
俗
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
刊
の
「
ニ

ラ
イ
カ
ナ
イ
」（
比
嘉
政
夫
執
筆
）
の
項
。

（
２３
）
小
島
瓔
禮
『
蛇
の
宇
宙
誌
』
東
京
書
籍
、
一
九
九
一
年
刊
。

（
２４
）
『
定
西
法
師
伝
』
写
本
（
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）。

（
２５
）
拙
論「
古
琉
球
末
期
の
オ
モ
ロ
、
尚
寧
王
の
君
手
擦
り
百
果
報
事
を
中
心
に
」

（
拙
著
『『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
琉
球
文
学
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
刊
）。

（
２６
）
『
重
新
校
正

中
山
世
鑑
』
沖
縄
県
教
員
委
員
会
、
一
九
八
三
年
刊
。

（
２７
）
金
久
正
『
増
補

奄
美
に
生
き
る
日
本
古
代
文
化
』
至
言
社
、
一
九
七
八
年

刊
所
収
の
「
へ
び
の
俗
信
」（
初
出
『
旅
と
伝
説
』
一
九
四
三
年
七
月
）。

（
２８
）
高
橋
一
郎
「
奄
美
の
ク
チ
／
呪
詞
・
修
験
者
の
痕
跡
」（
拙
編
著
『
琉
球

交
叉
す
る
歴
史
と
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
刊
）。

（
２９
）
松
山
秀
光
『
徳
之
島
の
民
俗
２

コ
ー
ラ
ル
の
海
の
め
ぐ
み
』
未
来
社
、
二

〇
〇
四
年
刊
。
な
お
、
松
山
の
同
論
文
の
初
出
の
題
名
は
「
ハ
ブ
咬
傷
に
ま
つ

わ
る
俗
信
と
そ
の
民
間
療
法
」『
徳
之
島
郷
土
研
究
会
報
』
第
五
号
、
一
九
七

二
年
刊
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
再
録
し
た
谷
川
健
一
責
任
編
集
『
日
本
民
俗
文
化

資
料
集
成
二
十

蛇
（
ハ
ブ
）
の
民
俗
』
三
一
書
房
、
一
九
九
八
年
刊
の
山
下

欣
一
の
「
解
説
」
も
琉
球
を
中
心
と
す
る
ハ
ブ
の
詳
し
い
民
俗
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。

（
３０
）
注
１７
所
収
。

（
３１
）
池
宮
正
治
『
琉
球
古
語
辞
典

混
効
験
集
の
研
究
』
第
一
書
房
、
一
九
九
五

年
刊
。

（
３２
）
『
思
出
草
』
写
本
（
沖
縄
県
立
図
書
館
東
恩
納
文
庫
）。

（
３３
）
注
１７
所
収
。

（
３４
）
拙
論
「『
琉
球
国
由
来
記
』
の
世
界
認
識
」『
文
学
』
季
刊
第
九
巻
三
号
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
八
年
刊
。

（
３５
）
拙
論
「
オ
モ
ロ
に
み
る
兄
妹
の
紐
帯
―
―
琉
球
弧
の
ヲ
ナ
リ
神
―
―
」
注
２５

の
拙
著
所
収
。

（
３６
）
注
１６
参
照
。

（
３７
）
拙
論
「『
混
効
験
集
』
に
つ
い
て
の
考
察
―
―
引
用
文
献
を
中
心
に
―
―
」

注
２５
の
拙
著
所
収
、
及
び
拙
論
「『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
三
、
四
「
事
始
」
乾

坤
に
つ
い
て
―
―
特
に
、『
中
華
事
始
』『
大
和
事
始
』の
引
用
に
関
連
し
て
―
―
」

（『
琉
球
の
歴
史
と
文
化
』
本
邦
書
籍
、
一
九
八
五
年
刊
）。

（
３８
）
小
此
木
敏
明
「『
中
山
世
鑑
』
に
お
け
る
『
保
元
物
語
』
の
再
構
成
―
―
舜

天
紀
を
中
心
と
し
て
―
―
」『
立
正
大
学
國
語
國
文
』
第
四
十
六
号
、
立
正
大

学
國
語
國
文
学
会
、
二
〇
〇
八
年
刊
。

（
３９
）
比
嘉
実
「
沖
縄
に
お
け
る
為
朝
伝
説
―
―
独
立
論
挫
折
の
深
層
に
あ
る
も
の

―
―
」『
文
学
』
季
刊
第
三
巻
三
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
刊
、
拙
論
「
琉

球
の
「
為
朝
伝
承
」」『
立
正
大
学
國
語
國
文
』
第
五
十
一
号
、
立
正
大
学
國
語

國
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
刊
。

（
４０
）
注
１４
に
同
じ
。

＊
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ
て
交
付
さ
れ
る
予
定
の
学
術
振

興
会
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
研
究
課
題
名
「『
琉
球
国
由
来
記
』

『
琉
球
国
旧
記
』
を
中
心
と
す
る
琉
球
王
府
編
纂
事
業
の
基
礎
的
研
究
」
の
助
成

を
受
け
た
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
立
正
大
学
教
授
）
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